









上 昇 の た め の 条 件
一 『闘技士サムソン』試論一
山 津 さ ゆ り
1
『闘技士サ ムソン』に関 して従来、この劇の主題がギ リシャ的であるか









望 し、内省す るか ということである。 そして絶望から立ち上がって何かを
会得することができるか ということである。人生においては必ず しも特定
の宗教に限らず とも、苦悩や葛藤 を克服 し、最善なる存在 としての神 に対
して どれだけ真摯な信仰心をもつ ことができるか ということが、最 も大事
であるように思われる。
私は、本論では必ず しもキ リス ト教的立場か らではなく、一人の人問と
してのサムソンの絶望 と信仰 を考察 し、更にそれと対照をなす もの として
のペ リシテ人の軽薄さを考察 してみたい。
皿




か してしまい、デ リラとペ リシテ人の罠にかかって髪の毛を剃 られ、両 目
をえ ぐられてしまう。そして、足かせ をされて奴隷 と共に粉をひ く身 とな
る。劇は、ペ リシテ人の崇める偶像ダゴンの祭典のために、サムソンが休
息を与えられ、足かせ をつけたまま一人ガザの獄舎の前の土手に向かって
手探 りで盲 目の足を進めているところか ら始 まる。
A little onward lend thy guiding hand 
To these dark steps, a little further on; 
For yonder bank hath choice of sun or shade. (11.  1-3)1-)
サムソンは、神の導 きを請いなが ら覚束なく歩んでいるのであるが、彼の
目的地は、土手の 日だまりか木陰かのどちらかである。 しか し彼が 日だま
りの方に行ったのか木陰の方に行ったのかは明らかではない。 ここで私が
問題に したいのは、サムソンがどちらに行 ったのかとい うことではなく、
"choiceofsunorshade"が象徴 している意味である。
サムソンは、 この後651行目までの間マノアや コー ラスの対話の中で、
現在の悲惨な境遇 を嘆 き、過去の過ちを悔い、 目の光 も失い心の中の光 も
失い全 くの暗闇の中で絶望す る。しか し、この間の彼の台詞を見てみると、




分の犯 した過 ちを自分の過ちと認める一方、責任転嫁にす ぎないような絶
望 を示 している。彼は自分 自身にはっきりとした判断を下すこ とができな
いでいるのである。
彼のこのような揺れを顕著に示 している箇所 を見てみよう。
Why was my breeding ordered and prescribed 
As of a person separate to God,
24 上昇のための条件
Designed for great  exploits  ; if I must die 
Betrayed, captived, and both my eyes put out, 
Made of my enemies the scorn and  gaze  ; 
To grind in brazen fetters under task 
With this heaven-gifted  strength  ?... 
Yet stay, let me not rashly call in doubt 
Divine  prediction  ; what if all foretold 
Had been fulfilled but through mine own default, 
Whom have I to complain of but myself? (11. 30-46)
この台詞の大半は、サムソンの神に対する疑念、あるいは神への抗議 と解
釈で きるが、残 り4行 では、サムソンは神 を疑い、非難した自己を戒め、
自分の非 を認め、己を責めている。サムソンは、自分 自身が重大な秘密 を
明か して過 ちを犯 し、悲惨な境遇に陥ったにもかか わらず、神によって選
ばれ、大切な使命 を果たすべ く守護された人物であるはずだという傲 りが
あるために、 どうして も自己の置かれている状況に納得がいかないのであ
る。彼は、実に痛ましく惨めな境遇にある自己をシニカルな口調で嘲 り、
そうすることによって自分 を聖別 した神 を責めているめである。
しかし、サムソンは神に対 して抗議 をしても、や はり自分の犯 した罪の




God, when he gave me strength, to show withal 
How slight the gift was, hung it in my hair. 
But peace, I must not quarrel with the will 
Of highest dispensation. (11. 58-61)
力が強 くても、心の弱 さを思い知 らされたサムソンだが、まだ神の意図を
憶測して自己の罪か ら逃れ神 に責任転嫁 しようとレている。 しか し、やは
り神 を非難 してはならないと自分 を戒めるのである。




「神が立派に艤装 して託 して くれた船 を難破 させ た愚かな水先案内人」(11.
198・200)に喩え、デ リラに秘密を洩 らした自分の愚かさを痛切に感 じ自責
の念に堪えないのであるが、 そのす ぐ後では次のように自分に対する人々
の噂を気に している。
                  Tell me friends, 
Am I not  sung' and proverbed for a fool 
In every street, do they not say, how well 
Are come upon him his deserts? (11. 202-205)
自分に対する他 の者の非難に敏感であるということは、サムソンが自分の
愚かさを率直に認める一方で、自分 で自分に裁断 を下す苦 しさから逃れ、
他人の裁断に身を委ねたいという気持ちがあることを示 しているように思
われる。 自分で 自分の非を認め、 自己を責め るということは、それほど生
易 しいものではないのである。 このように自己糾弾において も揺れが認め
られる。
こうしてサムソンは、どっちつかずの状態のまま苦悩にさいなまれ、旨神
から見放された と感 じるようにな り、速やかな死を願 うようになる。
But now [He] hath cast me off as never known, 
And to those cruel enemies, 
Whom I by his appointment had provoked, 
Left me all helpless with the irreparable loss 
Of sight, reserved alive to be repeated 
The subject of their cruelty, or scorn. 
Nor am I in the list of them that hope; 
Hopeless are all my evils, all remediless; 
This one prayer yet remains, might I be heard, 
No long petition, speedy death,
26 上昇のための条件
The close of all my miseries, and the balm.  (11. 641-651)
サムソンは自分を責め、自己の悲惨 な状況 を当然のことと認める一方、や
は り神 に選ばれた者としての意識のために神 を責め る気持 ちが頭をもたげ
て くる。"asneverknown"という言葉に顕著に示される、神 に見放 された





このように、サムソンは、 自分 を責める気持ちと神 を責める気持 ちとの
間で揺れなが ら失意の絶望に陥っている。既に述べたように堕落 した人間
が、 どれだけ深 く絶望 して立ち上がることができるかということが重要な
のであ り、サムソンはこの意味で、過 ちを犯 しても絶望 を感 じることのな




絶望に陥っているサムソンは、 ミル トンの偽 りのない人間描写であるよう
に思われる。
III
次に、サムソンの信仰 を考察 してみたい。サムソンは、神 に聖別 された
者として最初か ら神 を信 じ、信仰 をもった者であったが、その信仰が真の
信仰であったか どうかは疑わしいように思われる。AnthonyLowが、サム
ソンの堕落以前の栄光 は、「傲漫で不十分 なもの」であると言っているよう
に、4)彼の堕落以前の信仰 も不完全 なものであると言え る。彼の真 の信仰
は、絶望から立ち上がることで初めて生まれるのである。
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まず、堕落以 前のサ ム ソンの信 仰 の姿 を彼 の回想の台詞 に基づ いて検 討
してみた い。
サ ム ソンが、 自分 が 同族 の女性 と結 婚せず に、 ペ リシテの女性 、つ ま り
ティムナの女性 とデ リラ と二度 まで も結 婚 した理 由 を語 ってい る とこ ろが
ある(11.219-233)。彼 は、 いず れ も"intimateimpulse"(1.223)によ って
神 意 を知 り、 イ スラエル解放 の使 命 を果 たす とい う目的意識 をもって選 ん
だ結婚 だ った と言 うのだが、神 意 を意 識 し、使命感 に基づ いて結婚 した と
い うこ とは、神 に よって選 ばれた者 としてのサム ソンの 自惚 れ と義 務感 の
現れ であ るよ うに思われ る。神 意 とい うもの は本 来明確 に認識 で きる もの
ではないの では ないだ ろ うか。後 で述べ るこ とにな るがダ ゴンの神 殿 に行
くこ とを決心 した時にサ ムソンが感 じた"somerousingmotions"(1.1382)
と比べ ると、結婚 を決め る時 に彼 が感 じた"intimateimpulse"カ§いか に傲
慢 さ と義務 感か ら生 じた もの であ るかが わか る。
また、 サム ソ ンが過 去の栄光 を回顧す る台詞(11.529・531)からも、彼 が
誰 も太 刀打 ちで きない 自分の怪 力に酔 い、自分 の こ とを"1ikeapettygod"
(1.529)と思 うほ どに 自惚れ てい たこ とがわか る。す ぐ前 の台詞 で過去 の
"fullofdivineinstinct"(1.526)の状態 を語 って いる ところか らも、彼 の
堕落以前 の傲慢 さに満 ちた様子 が窺 える。 サム ソン 自身以前の栄光 に満 ち
た 自分が"swoll'nwithpride"(1.532)であ った と反省 してい る。
'この ように堕 落以前のサム ソンの信仰 は
、義務感 と傲慢 さが 目立 ち、真
の信 仰 では なか った と言 える。
次 に、彼 の絶望 か らの立 ち上 が り、す なわ ち真 の信仰へ の 目覚 め を考察
してみ たい。
神 か ら見放 された と感 じて いたサム ソ ンはガテ の巨人ハ ラファ との面会
の間 に、 本当の悔 い改め を して神 に対 して全 面的 な信頼 を寄せ るように な
り、絶望 を克服 す る。 彼 はその時次の よ うに語 る。
All these indignities, for such they are
28 上昇のための条件
From thine, these evils I deserve and more, 
Acknowledge them from God inflicted on me 
Justly, yet despair not of his final pardon 
Whose ear is ever  open  ; and his eye 
Gracious to  readmit the suppliant. (11. 1168-1173)
サ ム ソンは、 心か ら自己の過 ちを 自己の過 ち とし、神 の許 しをひたす ら願
い、神の慈悲 にすが る一 人の弱 き人間 として、絶望 を克服 したの であ る。
そ して遂 に彼は、"somerousingmotions"を感 じるので ある。彼 はダ ゴ
ンの神殿 で見世物 にな ることを最初 は拒絶 していたが、「ここをあなたが ど
う切 り抜 け るのか私 にはわか らない」(1.1380)と言 うコー ラスに次 の よ う
　 へ
にqつ 。
Be of good courage, I begin to feel 
Some rousing motions in me which dispose 
To something extraordinary my thoughts. 
I with this messenger will go along, 
Nothing to do, be sure, that may dishonour 
Our Law, or stain my vow of Nazarite. 
If there be aught of presage in the mind, 
This day will be remarkable in my life 
By some great act, or of my days the last. (11. 1381-1389)
ここでは、サムソンは、堕落以前の時のようにあか らさまに神意を意識 し
ていない。彼は"rousingmotions"という言葉に象徴 されるように完全に絶
望か ら立ち上が り、そ して使命を帯びた者 としてのわが身を天上の神の手
に委ねている。また上の台詞には、"some"や"something"というような漠
然 とした もの を意味する言葉や、 どうなるかわか らないというようなこ と
を言っているところがあるが、これは神意 というものが人間に示される時
に人間に とっては、ひらめき、直感、あるいは偶然の成 り行 きとい う形 で
現れるということを暗示 しているように思われ る。既に述べたが、神意 と
いうものは、はっきり意識したり理解 したりす ることのできるものではな
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サムソンが"somerousingmotions"を感 じ何かわか らないが行動 しよ





省があったからこそ生 じたのである。キリス ト教 においては、この偶然性




休んだことも偶然の成 り行 きである。ペ リシテ人が偶然に彼に休憩を与え
るために柱の間に連れて行 ったのである(ll.1629-1630)。彼は、柱に偶然
に導かれたのである。 しか しこの偶然も彼が深 く内省 して本当に悔 い改め、
神の開かれた耳 と慈悲深い目を確信 したことから生 じたと言えよう。彼が
神の手に身を委ねたとい う.必然による偶然なのである。彼が最後の行為に
おいて、二本の柱に寄 り掛か ったことは、彼が神 を信 じ、神に身を委ねた








りなが ら、必然の最後の行為は神 を心から信頼 した真の信仰の姿だ と言え
る。
N
最後 に、真 の信仰 を会得 したサム ソ ンに比較 してペ リシテ人 を代 表す る
デ リラ とハ ラフ ァがいか に軽薄 で あるか を考察 してみたい。
デ リラとハ ラフ ァが軽薄 であ る とい うの は、彼 らにはサ ムソ ンに見 られ
たよ うな迷 いや 内省が全 くな く、形式 的だ とい うことであ る。 まず デ リラ
であ るが、彼女 は初めの うちは 自分が サム ソンを裏切 った こ とを許 してほ
しい と彼 に しお らしい態度 で懇願す る。 しか し、 サム ソンの激 しい拒絶 に
会 い、彼 女 は 自分 の 内面 のな さを露呈 す る。彼女 は 自分 が奈落 の底 に突 き
落 とした相手 に、良心 の呵責 もな く"Onlywhatremainspastcure/Bear
nottoosensibly,norstillinsist/Toafflictthyselfinvain."(11.912-
914)と言 うのであ る。彼女 は表 面的 に 自分 の裏切 りを悔 い、サ ム ソンに許
しを請 うてい るだけ で深 い内省 は全 くない。 ただ 自己 を正 当化 したいだけ
なのであ る。 さらにデ リラは、サ ム ソンによって手に触れ るの を拒 まれた
だけで、 てのひ らを返 した ような態度 を とる。本 心か ら許 して ほ しい と願
っていれば、 た とえ入つ裂 きに され よう と自分 の方か らサ ム ソンに取 りす
が るはず であ る。 それ どころか彼女 は、"Iseethouartimplacable."(1.
960)と言 うのみで ある。 そ して、彼女 は 自分 の裏 切 り、人 間 と して恥 ずべ
き行為 をペ リシ テ人 のために したこ とと して正 当化 し、 イス ラエル人の間
では罵 られ よう とも、ペ リシテ人 の間 では 自分 の名声が響 き渡 るこ とを声
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高 に予 言す る(11.971-994)。彼 女 に とって罪は人 間の良心 に関わ る問題 で
はな く、 「二 つの 口を もった名声」(1.971)によって割 り切 れる問題 なので
ある。彼 女 には 自分 の犯 した罪に対す る心 の葛藤 が全 くない と言 ってよい。
次 にハ ラファに関 してであ るが、彼 もデ リラ同様 内面が な く、そ して傲
慢 の権化 の よ うな人物 であ る。彼がサ ム ソンに会 いにや って来 た 目的が 、
サ ム ソンの手足 を観 察 し、彼の 「外見 が高 い評判 の通 りで あるか ど うか 見
るため」(11.1089-1090)であ るこ とか らも、ハ ラフ ァが 内面 でな くいか に
外面 を重視 してい るかが よ くわか る。彼 は、、サ ム ソンに挑 まれて も決 して
近づ こう とはせ ず、彼 の力 を実際 に試 そ う とは しない。本 当に力の ある者
の前 で彼 は必死 に体 面 を繕 うが、、去 って行 く時 には元気 を無 くす とい う有
様 であ る。
この よ うに、 デ リラ とハ ラフ ァには 内面 が な い と言 え る。D.C,AIIen
は、両者 の言動 を好意 的かつ寛大 に解釈 してい るが、7)私は、む しろ積極 的
に彼 らの軽薄 さ を暴 くこ とに よって、 サム ソンの迷 い、深 い絶望 、徹底 的
な内省 とい うもの を浮 き彫 りに したいので ある。 また、象徴 的な観点か ら
見 て も、デ リラや ハ ラフ ァには、サ ム ソンにみ られた ような揺 れや 罪の意
識 か ら生 じる絶望 感、 内省は もちろんの こ と、 罪の意識、 あ るいは堕落 の
自覚 す らない ことが わか る。サム ソンに近づ くデ リラは、 「美服 を まとい、
きちん と した帆綱 を備 え、帆 をふ くらませ 、吹 き流 しをひ らひ らさせ なが
ら」(11.717-718)、1頂調 に滑 るように進む"astatelyship"(1.714)に喩 え
られてい る。 これ は、彼 女の迷 いのな さ、 内面 のな さを象徴 してい ると言
え る。 またハ ラ フ ァ は、サ ム ソン に近づ く時、 コー ラ ス に よ っ て彼 の
"stride"(1.1067)から彼 と認識 され る。{`stride"とい う言葉 は、彼 が迷 い
のない傲慢 な人物 であ るこ とを象徴 して い る。
サム ソンが深 い絶望 と内省 によ って真の信仰 に 目覚め上昇 す るこ とが 、
柱 とい う垂 直的 なイ メー ジによって象徴 され るこ とと比較 す ると、 デ リラ
とハ ラフ ァの動 きのイ メー ジは水 平的 な もので あると言え る。
32 上昇のための条件
v
サムソンは、真の信仰 をもつに至ると同時に、神の使命、つま りペ リシ
テ人か らのイスラエルの解放を遂行することになるのだが、それは、彼 自




よって象徴 される神に寄 り掛かかることによって建物 を崩し、そこに居た
すべてのペ リシテ人と自分 自身の上に屋根全体 を落下 させ ることになるの
である。彼の死はイスラエルを解放させ るための殉教的な死であるが、既
に述べたように、彼のこの行為は偶然によるものであり、彼が計画 したこ
とではない ということに注 目したい。彼は偶然柱 に導かれ、神に寄 り掛か
ることによって、粳 命 を果たす機会が与えられたと言える。神の使命 とい
うものは、人間の計画によってその機会 を得 られるようなものではないと
言ってもよいか もしれない。
一方ペ リシテ人の惨殺は、い くらイスラエル解放 という使命のため とは
いえ、問題 を残す ところであるが、私はペ リシテ人 を人間の邪悪な思いの
象徴 として考 えたい。人間を家畜同然に扱い、また見世物にして戯れ と遊
びに耽るとい うような行為は、人間の邪悪な心に基づ くものである。だか
らこそ、 ミル トンは、劇場の屋根の下で歓楽 と陽気 とぶどう酒で満たされ
たペ リシテの上層の者たちとサムソンとともに闘技場にいた武装 したペ リ
シテ人たちだけ を滅ぼしたのである。彼は、青天井の下の下賎の者たちは
滅ぼさなかった。この点で 「士師記」 と異なっており、さらに重要な相違
点がある。それは、サムソンが柱に寄 り掛か るのを手伝 った者が、"lad"
(Jud.16:26)ではなくて、'"guide"(1.1630)となっていることである。
StanleyFishは、"guide"を「士師記」に従 って"namelessboy"と解釈 し
"`good'philistine"に対す る同情 を禁 じ得ないようであるが、8)ミル トンが
わざわざ社会的責任 を負わない"lad"ではな く、社会的責任を負 う立場にあ
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る者 と考 え られ る"guide"とした意図 に着 目 したい。 ミル トンは"1ad"では
な く"guide"にす るこ とによって、我 々が死 んだペ リシ テ人 に対 して 同情 を
寄せ ない ように した ように思 われ る。
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